
平成 9年度理学部名誉教授懇談会開催される

11月 21日鵠午後 5時から、赤門脇の学士会分館に

おいて、恒例の理学部名誉教授懇談会が開催された。

今年度は、38名の名誉教授がご出席され、理学部

からは、壽榮松学部長、小間、黒岩両評議員、益田

前学部長、小林事務長が出席した。

懇談会は壽榮松学部長の挨拶並びに理学部の近況

報告で始まり、中庭での記念撮影の後、物理学専攻

の佐藤勝彦教授による「インフレーション理論と最

近の観浪I」 と題した講演が行われた。

引き続き、懇談に入り、恒例により最長老の爾永

昌吉名誉教授のご発声による乾杯の後、ご出席の名

誉教授全員から、現在のご活躍の様子、思い出話等、

ユーモア温れるお話が続き、終始なごやかな雰囲気

に包まれ会が進行した。

最後に壽榮松学部長から閉会の挨拶があり、午後

8時30分に散会となった。
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東京大学理学部名誉教授懇談会

平成 9年11月 21日 於・学士会分館

平成 9年11月 21日 於・学士会分館東京大学理学部名誉教授懇談会
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理学系研究科長 (理学部長)と理学部職員組合との交渉

1997年 9月 16日 、10月 20日 に壽榮松研究科長、小林事

務長と理学部職員組合 (理職)と の間で定例研究科長交

渉が行われた。主な内容は以下の通 りである。

1.教室系事務職員の組織化問題および昇任・昇格につ

いて

7月 16日 の教授会で、教室系事務組織検討委員会の教

室系事務組織化案が承認され、 7月 23日 に第 2回教室系

事務職員、図書職員組織化説明会が開かれた。それによ

ると、教室系事務は平成10年 4月 1日 から事務主任を掛

長に振 り替えて、組織図上は5掛制でスター トする事に

なるが、あくまで業務は現状通 り行うとのことであった。

9月 の交渉で、研究科長は今後「特別委員会 (仮称 )」

を設置し、各専攻から教官 1名、施設から代表、事務側

から事務長、事務長補佐、その他案件によって掛長クラ

スをメンバーとし、教室事務 と中央事務 とのスムーズな

運用、OA化関係中心の業務内容分担等を検討したいと

述べた。

理職は今回の組織化 と全国的な事務の一元化の動きと

の関係を質問したところ、科長は東大は組織が大きく、

事務の一元化は現実的でないこと、事務長会議で「事務

機構改革会議Jが設置され、ワーキンググループで論議

もされているが、学部内でできるものは先導的にやって

いきたいと回答した。

理職は、事務の 6級昇格の該当者について当局の努力

を求め、11月 に98年 4月 の昇任候補者上申をする際、掛

主任の上申について時期を逸しないよう要望した。

10月 の交渉で、理職は科長に対し、10月 7日 の理職 と

事務長との懇談の席上、組織図で示されている専門職員

ポス トの新設が困難との説明を受けたことについて、組

織化が教室系事務職員の待遇改善にならないのでは公約

違反であり、この 2年間本部人事課に対して、 4級高位

号俸者の昇格要求すらしなかったのは事務当局の怠慢で

はないかと強 く抗議した。

科長は、ポス トの新設は人事課長に話してあるが、事

務長補佐 と6級専門職員は概算要求事項なので当初は難

しいと述べた。また、『理学部から組織化について話は

聞いているが、正式な要求は出ていない。』 という人事

課の認識については調査すると回答した。

科長は、大学事務全体の見直しが言われている現在、

組織化はタイミングが悪 くなってきていることを認め、

流れの先取 りに対して検討する姿勢を見せた。

理職は、 6月 に出された「事務改善ワーキンググルー

プ報告書」でも専門職体制の方向を打ち出していること

を指摘し、11月 の本部人事課 とのヒアリングに事務主任

と事務室主任を専門職員に振 り替える要求を正式に出す

よう求めたところ、科長は検討すると答えた (理職は当

日この問題 と高位号俸者の昇格改善に関して要望書を提

出した)。

2.図書職員の組織化問題および昇任 0昇格について

7月 23日 の第 2回教室系事務職員・図書職員組織化説

明会において、研究科長はこの 3年近 くに亘って論議さ

れてきた事務長提案の図書職員の組織化案が、概算要求

事項であったため、平成10年 4月 実施は困難と判明した

と述べた。

9月 の交渉で、理職は図書職員の今後の組織化につい

て質問した所、科長は、本部人事課の話として、図書職

員15名のまとまりだけでは数が少ないこと、組織の大き

さでポジションを決定するので、最終的に5掛の実現は

難しいこと、を述べた。今後の方針として、

1)5掛を減らして 2～ 3の掛長ポス トを要求する、

2)5掛の教室事務組織に図書職員をくっつける、

3)技術官のように、図書職員を全 く違 う職制の組織

とする、

等が考えられるが、今のところ、具体的見通しはないと

述べた。

10月 の交渉で、理職は科長に対し、10月 7日 の事務長

との懇談の席上、図書職員の組織化が全 く自紙になった

との説明を受けたことについて、自紙は無責任であると

抗議し、今後の処遇改善計画を示すよう要求した。

科長は自紙になったのではなく、人事課 との話は継続

して行っていると述べ、自分 としては、教室事務 と図書

を一緒にするより、図書だけの組織化を行った方がよい

と考えているが、 5掛より少ない掛編成にすることは現

状 との乖離が大きいようにも思うので、理学部図書委員

長に図書委員会で組織化について、検討してもらうよう

依頼したと述べた。

また科長は、理学部図書館構想は厳然 として存在し、

この構想の下に図書職員を一つの組織に統一するという

方法論があることを認めたが、その実現が簡単には行か

ないと述べた。

次に、理職は6月 に出された「事務改善ワーキンググ

ループ報告書」の43pの、「今後の学内図書館 (室)の
業務処理体制の概念図Jに書かれた、理学部の10専攻図

書室を「図書系職員が 2名以下の図書室」と定義し、利

用者サービス (窓 口業務)だけを担当すると表現してい

る箇所に対し、専攻図書室としてのサービス低下は明ら

かであり、極めて大きな問題があること、図書関係の専

門部会から理学部の図書職員が省かれていることに厳重

に抗議すべきだと指摘したが、科長は問題がある事は認

めたものの、「今後の。̈ 概念図」のように決まること

はないだろうとの見通しを述べた。

理職は組織化の目的は第一に待遇改善であり、組織は

いかにあろうとも、図書職員の待遇改善の方策を講じる

ように要求した (理職は当日図書職員の高位号俸者の昇
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格改善要望書を提出した)。

3.技術職員の昇級 。昇格と専行職問題について

9月 の交渉で、事務当局より8月 に昨年 (1996年)度

の技術職の 7級昇格が 1名来たことが報告された。遅れ

た理由は、文部省の方で遅かったと聞いているだけで不

明とのことであつた。

当局は今年度分の 6, 7, 8級については、 6級は12

月、 7, 8級 は来年の 1月 頃であり、職場からの推薦が

出ている者は全て本部に上申していると述べた。

10月 の交渉で、理職は国大協総会が11月 12,13日 に開

催される際、文部省と第 4常置委員会で検討されてきた、

技術職員の専行職問題の最終案が提案されることについ

て、総長サイドからの情報の有無を質問したが、科長は

まだ何も聞いていないと述べた。

また、理職は理学部技術部組織規定および運用規程を

改定する場合は、技術委員会の委員若干名 と技術部から

選出された委員若干名で構成する専門委員会で検討する

ことに規定されており、現在の組織を見直す場合はその

規程に準拠してほしい旨要望し、科長も了解した。

4.特昇問題について

9月 の交渉で、理職が1997年度の特昇について質問し、

10月 給与で 7月 1日付けにより、役職 3名、一般11名、

来年定年 1名 に発令されることがわかった。なお、今年

度から新設された、教官の研究活動の活性化の観点から

設けられた別枠 (2%以内)の特昇については、まだ来

ていないとのことであった。

10月 の交渉で、理職は一般職の職員の特昇は年度 56
歳の人はできないと言われていることについて質問し、

以下のことが判明した。

技術職員、ポス トについていない図書職員と事務職員

の特昇は一般職の特昇基準 (理学部規定)で決め、人事

委員会が承認する。満34年在職 (含む日々雇用)で 5回

特昇する可能性があるが、その年度で56歳 (4月 ～翌年

3月 )になる者は対象外になる。各教室の推薦1買位は尊

重するが、理学部全体で不均衡がないように配慮する。

4級以上の役付き事務職員は、本部に候補者を上げ、

特昇定数をもらう。人事委員会にはかけない。特昇月に

56歳になっていない者は対象となる。

5.柏移転問題について

9月 の交渉で、理職が柏移転に関してこの間の動きに

ついて質問したところ、科長は文部省 との折衝の結果、

「新領域創成科学研究科 (仮称)」 として、平成10年 4

月発足、平成11年度学生受入予定の概算要求を提出した

ことを明らかにした。科長は、国の厳しい財政状況のた

め、当初予定していた 6専攻の要求は認められず、先端

エネルギーエ学・複雑理工学・先端生命科学の 3専攻の

みの概算要求としたこと、また柏の土地取得もすぐには

困難なため、立ち上げは本郷キャンパスで行い、数年以

内に柏キャンパスの取得を目指していること、を説明し、

この件は8月 の臨時評議会及び臨時教授会で了承された

と述べた。

理職は本郷での場所について質問し、科長は工学部 と

理学部で確保し、理学部は 1号館の取 り壊しを半分程度

にとどめ、残りを新研究科に当てる予定であると回答した。

理職は厳しい財政状況下での新研究科の立ち上げは、

例えば新 1号館の 2期工事などの、既存学部の将来計画

へも悪影響を及ぼす危険があることを指摘し、科長は 2

期工事 としては残 りの半分しか取 りかかれないなど影響

が出る可能性を認めたが、新研究科を立ち上げることを

最優先課題 としていると回答した。

新研究科の事務組織について理職が質問したところ、

科長は本部に一任してあり、具体的検討は予算の内示が

出てからになるだろうと述べた。

10月 の交渉で、理職はその後の経過を質問し、科長は

10月 に全学レベルでの設立準備会が設置され、1998年度

に予算がつくことを想定した検討委員会などが組織し直

されたと回答した。また科長は理学部から出す部分の本

郷でのスペースについては、今後企画委員会で検討する

ことを明らかにした。

事務組織について理職が質問したところ、科長は来年

度以降のことは全学的問題 として考えるべき課題だが、

今年度中に理学部 としてやらなければならない事務は理

学部内で処理せざるを得ないだろうと回答した。

6。 その他

9月 の交渉で、理職は新 1号館の 2期工事に伴う理職

書記局と技術部の部屋の移転先について質問したところ、

科長は当初の約束通リプレハブの建物に移ると回答した。

10月 の交渉で、理職は以前からの懸案事項である、理

職書記局への電子メールアドレス給付について要求し、

理職 としては執行委員長が責任を持って管理をする旨伝

えたところ、科長はネットワーク関係者に相談すると回

答した。
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種  別

課程博士

論文博士

〃

〃

〃

〃

〃

〃

専  攻

地球惑星
物 理 学

情報科学

物 理 学

〃

〃

化  学

生物科学

〃

申 請 者 名

河 宮 未知生

田 浦 健次朗

松 岡 秀 行

諏 訪 雄 二

勝 藤 拓 郎

前 田 和 之

宮 下 英 明

上 園 幸 史

平成 9年 9月 30日 付学位授与者 (10名 )

申 請 者 名 論 文 題 目種  別

課程博士

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

種  別

課程博士

論文博士

専  攻

天 文 学

生物科学

〃

〃

物 理 学

化  学

〃

専  攻

地球惑星
物 理 学

化  学

情報科学

申 請

原 田

大 西

福 本

者 名

鹿 野 良 平   「ようこう」搭載軟X線望遠鏡による太陽コロナループの研究

美濃川 拓 哉  ウエ胚における内胚葉 。中胚葉誘導に関する研究

自 濱 佳 苗  霙暴髪量蝶あ星寵1ワ雰盆
子遺伝子学的研究―構成的な自食作用を示す

澤析

佐 藤 麻理子  森奨
菌チ トクロムbo型ユビキノール酸化酸素の基質酸化部位に関する

孫   潤 光  置換ポリアセチレン及び希土類金属錯体におけるエンクトロルミネッセンス

李   珊 瑚  レーザーニ光子イオン化による対流圏NO高感度測定手法の開発

金   鎮 烈  導電性高分子ポリアセチレンの構造に関する分光学的研究

論 文 題 目

裕

　

文

靖  ぞ誓藉農努轡型漏詔鷺耕
ツトスポツト間の相対運動、極移動曲線に関す

季  窪毛こ先堪辱雪↑籍ガ雰季萬晶善Lら 2帽ざ
体の合成および脂質二重膜

代  T蒼 群裏
本的曖昧性解消のためのコーパスに基づ く手法とその応用に関

博士 (理学)学位授与者

平成 9年 9月 22日付学位授与者 (8名 )

論 文 題 目

券秀I遁阪天ええ笙墨累こ券;う?青雲循詔異
メカニズム :海洋大循環モ

分散記憶並列計算機のための効率的で再利用可能な細粒度マルチスレッ
ディング及びゴミ集め

シリコンMOS反転層における単一電子伝導に関する研究

第一原理計算による水素結合反強誘電体 K3D(S04)2の 安定構造 と同位
体効果の研究

ペロブスカイ ト型チタン酸化物の金属―絶縁体転移の研究

無機有機複合ゼオライ トー新規メチルホスホン酸アルミニウムの合成、
結晶構造、及びキャラクタリゼーションー
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